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乳腺マンモグラフィ検査
乳房を２枚の圧迫板ではさんで、Ｘ線撮影します。
しこりとして触ることのできないような、微細な石灰化（非触知乳がん）等がわかります。 6,180

子宮頚がん細胞診
（火･水･木曜のみ）

綿棒やブラシなどで子宮頚部の細胞を一部採取して検査します。
子宮頚がんや膣炎などの異常がわかります。 3,520

甲状腺超音波検査 超音波により、甲状腺疾患（のう胞、腺腫、石灰化、肥大等）がわかります。 3,850

乳腺超音波検査
超音波により、乳腺のう胞、乳腺腫瘍 等がわかります。
※39歳以下の方には(乳腺が発達しているため)マンモグラフィより超音波（エコー）検査をお勧めします。 3,850

ファットスキャン 腹部CT撮影により得られた画像から、内臓脂肪面積や皮下脂肪の状況など、肥満の程度をみます。 12,000

眼底検査
眼底カメラで眼球の奥にある血管・網膜・視神経を調べる検査です。糖尿病・高血圧・動脈硬化による変
化や、網膜剥離、眼底出血、緑内障などの異常を調べます。 810

骨塩定量検査
Ｘ線を用いて、骨量（骨の密度）を測定し、骨粗鬆症やカルシウム代謝異常などの病気を診断します。
令和5年度から測定箇所が変わりました。 4,500

血圧脈波検査 動脈硬化（血管の硬さと血管の詰まり具合）、いわゆる血管年齢を調べることができます。 1,100

歯科検診 むし歯や歯周病（歯槽膿漏、歯肉炎など）をチェックします。 1,100

脳ドック （健康診断併用）
木曜日のみ

脳出血、くも膜下出血、脳梗塞、脳腫瘍など脳の病気や全身の動脈硬化の状態を主に調べます。
自覚症状のない方も早期発見できます。 29,000

眼圧検査 眼球内の圧力を検査し、高眼圧症や緑内障などがないか調べます。 900

口腔がん検診 口の中を診察し、がんや粘膜疾患などの口腔全体の異常を調べます。 3,300

顎骨レントゲン 4,220虫歯、歯周病、親知らず、顎関節症などのスクリーニング検査です。

胃部内視鏡検査 食道・胃・十二指腸の異常がないか調べます。 13,200

腹部超音波検査 超音波により、肝臓、胆のう、胆管、腎臓などに異常がないか調べます。 5,830

尿中微量アルブミン検査
腎臓の血管がダメージを受けることで尿の中に出てくるアルブミンというたんぱくの量を測定します。
糖尿病腎症を早い段階で見つけ出すことが出来ます。 1,080

低線量胸部ＣＴ
肺がんの早期発見や、従来の胸部X線検査では把握しづらかった心臓や骨に隠れた病変がないか調べ
ます。　（※50歳以上の方、喫煙歴のある方、喫煙者と同居されている方、近親者に肺疾患をもっている方
などに特にお勧めします。）

12,000

トロポニンI（アイ）
トロポニンIとは、心筋梗塞などによって心臓の筋肉（心筋）が損傷を受けた際に、血液中に漏れ出るタン
パク質で、心筋梗塞の診断に用いられる検査です。BNPと一緒に検査することをお勧めします。 1,230

MAST(マスト）48 1度に36項目（48種類）のアレルギー検査ができます。 15,730

甲状腺機能検査
(TSH・FT3・FT4）

3つの検査を組み合わせて甲状腺機能亢進症(バセドウ病・甲状腺炎）、甲状腺機能低下症(橋本病、他）
などの病気を総合的に判断します。 3,830

ＢＮＰ 心不全や腎不全などの重症度を判断する検査です。 1,460

梅毒検査
 (RPR法･TPLA法)

梅毒の判定あるいは既往の有無を判定します。RPRは慢性疾患や自己免疫疾患により陽性になることが
あります。 510

ヘモグロビンA１ｃ 過去１～2ヶ月の血糖の状態がわかります。 530

ＣＲＰ 炎症や組織の破壊があると値が上昇します。 170

ＨＢｓ抗体 Ｂ型肝炎ウイルスの治癒・既往を調べます。（B型肝炎ワクチン接種により陽性となることもあります） 960

ＨＣＶ抗体 Ｃ型肝炎ウイルスに感染しているかどうかをみます。 1,150

ＲＦ
慢性関節リウマチで高い値を示します。その他肝疾患やウイルス感染症などでも高い値を示すことがあり
ます。 330

ピロリ抗体
胃潰瘍や十二指腸潰瘍、そして胃がんなどの原因菌となるピロリ菌がいないか調べます。胃部内視鏡検
査がある方は診察後の追加をお勧めします。 880

ＨＢｓ抗原 Ｂ型肝炎ウイルスに感染しているかどうかをみます。 310

膵臓がん、胆道がん、胃がん、肝がん、大腸がん、卵巣がんなどで上昇します。がん以外でも、幅広い疾
患で上昇する場合があります。 1,360

肝臓の病変が疑われるときに上昇します。 1,110

卵巣がん、子宮がんで上昇します。婦人科系疾患以外では、膵臓がん、大腸がん、肺がんなどでも上昇し
ます。 1,540

主なオプション検査一覧

1,140

検　査　名 検　査　内　容

腫
瘍
マ
ー

カ
ー

大腸がんなど消化器系の腫瘍の指標です。ヘビースモーカーでも高値を示す傾向があります。 1,080

前立腺がんや前立腺肥大症の場合に高値となります(５０歳以上の男性にお勧めします)。 1,360

子宮頸がん、肺がんなどで上昇します。上皮にできるタイプの各種がんで数値が上昇することが多いで
す。

  料金（税込）

令和6年度よりオプション料金の改定を行いました。

検査枠には定員がございます。オプション追加ご希望の場合は事前にご連絡く

は血液による検査です。


